
計画の廃止に係る公表事項 

１ 届出の区分 

区 分 区 域 名

一部廃止 富津
フ ッ ツ

２ 廃止の理由

富津漁港は、房総半島の東京湾中央部に位置する富津岬を中心に、北側の富津地区と南側の下

洲地区の 2 地区から構成され、のり養殖業や採貝業等が営まれている。特にのり養殖は当該漁港

における全陸揚量の約 9 割を占めており、東京湾漁業の重要な生産拠点となっている。 

また、昭和 27 年 2 月に第 2 種漁港に指定され、第 2 次及び第 3 次漁港整備長期計画に基づ

く修築事業の実施により航路・泊地の浚渫を行ってきたが、京葉工業地帯の造成計画による漁業

権の放棄等に伴って、第 4 次漁港整備長期計画による漁港の整備は中止することになった。し

かし、浅海養殖技術の発達でのり養殖業が活発になり、第 6 次～第 9 次漁港整備長期計画に基

づく修築事業により施設整備を行い現在に至る。 

本計画は平成 14 年から開始された特定漁港漁場整備事業計画であり、外郭施設の整備、航路

泊地の浚渫、老朽化施設の補修や道路等の施設整備により、安全で快適な漁業地域の形成を目的

として、整備を進めてきたところである。 

この内、以下に示す諸施設についてこれを廃止する。 

（１）静穏度対策の見直し 

当漁港の下洲地区では、港内の静穏度が確保できていないため、荒天時に港内へ入って

くる波の影響で船同士の接触や転覆が生じている。そのため、本計画において、港内へ進

入する波浪を制御するため沖防波堤を延伸整備し、漁船耐用年数の延長に資する整備を計

画したところである。 

社会情勢の変化により当漁港の富津地区内において新たな整備の必要があり、新たな整

備メニューを追加した場合には計画策定時の整備目的と合致しないため、当該事業につい

ては本事業での整備は廃止し、別途策定する特定漁港漁場整備事業計画で実施することと

する。 

・廃止施設 

   沖防波堤 



（２）漁港施設用地に関わる見直し 

当漁港の下洲地区では、船揚場背後は狭隘な用地のため、漁具等の漁船への積込み・積

卸に非効率な時間を要している。そのため、本計画において、用地と船揚場を一体的に整

備することにより、当該船揚場を利用する漁船は積込み・積卸しが容易となることから、

作業時間の削減が期待でき、作業の効率化に資するものとして計画したところである。 

しかし、当該施設は沖防波堤のブロックヤードとして使用しており、沖防波堤完成後の

整備となる。沖防波堤の工事の遅延に伴い、事業期間内の整備が困難となることから、当

該施設を廃止し、別途策定する特定漁港漁場整備事業計画で実施することとする。 

・廃止施設 

用地 

 

３ 当該事業及びその関連事業の進捗状況に関する事項 

 

 

 

（漁港施設） （単位：百万円）

都道府県名 整備対象漁港名 漁港種類 所　管 事業主体名 漁港管理者名

千 葉 県 富　津 漁 港 第２種 本 土 千 葉 県 千　葉　県

計　画　数　量 事業実施済み数量

単位 計画数量 計画事業費 単位
事業実施
済み数量

事業実施
済み事業費

外郭施設 ①防波堤(下洲地区) ｍ 273 1,497 ｍ 273 1,497

②沖防波堤(下洲地区) ｍ 60 762 ｍ 0 317 ○

③護岸(下洲地区) ｍ 196 369 ｍ 196 369

④突堤(下洲地区) ｍ 20 27 ｍ 20 27

係留施設 ⑩船揚場(下洲地区) ｍ 170 329 ｍ 170 329

⑪-1.5ｍ物揚場(富津地区) ｍ 140 29 ｍ 140 29

⑫物揚場(下洲地区) ｍ 86 59 ｍ 86 59

水域施設 ⑤-3.0ｍ航路浚渫(富津地区) ㎡ 31,000 86 ㎡ 31,000 86

⑥-1.5ｍ泊地浚渫(下洲地区) ㎡ 9,000 58 ㎡ 9,000 58

⑦-1.5ｍ泊地浚渫(下洲地区) ㎡ 24,000 49 ㎡ 24,000 49

⑧-1.5ｍ泊地浚渫(富津地区) ㎡ 18,000 0 ㎡ 18,000 0

⑨-2.5ｍ泊地浚渫(富津地区) ㎡ 20,000 16 ㎡ 20,000 16

輸送施設 ⑬道路(富津地区) ｍ 660 48 ｍ 660 48

⑭道路(下洲地区) ｍ 645 36 ｍ 645 36

漁港施設用地 ⑮用地(下洲地区) ㎡ 23,300 381 ㎡ 15,500 349 ○

計画施設 計画工事種目
届出の
対　象

（関連事業による施設整備の進捗状況）

施設名 整備規模・内容 本事業との関連性 備考



４ 事業実施済み箇所の機能の発揮に関する事項 

事業実施済み箇所の機能の発揮の様子 備      考 

（漁港の施設） 

-3.0ｍ航路（富津）、-2.5ｍ泊地（富津）、-1.5ｍ泊地（下洲） 

 航路・泊地浚渫により、水深が確保されることによって、漁船修理

費用・時間の削減及び潮待ち時間の解消がされた。  

 

-1.5ｍ物揚場（富津） 

 係留施設の整備により、既設物揚場のエプロン舗装の段差が無くな

り足場が安定したことで、陸揚げ・準備時の作業効率が向上した。 

 

防波堤（下洲）、護岸（下洲）、突堤（下洲） 

用地（下洲） 

 ノリ漁具等は、各漁家用地へ保管しており、出漁時にはトラック等

で漁港まで運搬し、漁船への積込み・積卸しをして余計な時間を要し

ていたが、船揚場背後用地を整備することにより運搬時間の削減がで

きた。また、船揚場背後の用地が狭いことから、漁船への積込み・積

卸しに余計な時間を要していたが、用地整備区域前面に船揚場を整備

することにより当該船揚場を利用する漁船は船揚場背後が広くなり

積込み積卸し時間が削減できた。 

 

道路(富津)、道路（下洲） 

 漁港の背後地の漁具干場・用地に至る道路が無く、用地への移動及

び作業時に余計な時間を要していたが、道路整備をすることに伴い準

備作業時の移動・作業時間を削減できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水域施設 

（作業効率化） 

 

 

係留施設 

（作業効率化） 

 

 

外郭施設 

漁港施設用地 

（作業効率化） 

 

 

 

 

 

 

 

輸送施設 

（作業効率化） 

 

 

 

 

 



５ 廃止したことによる影響に関する事項 

影   響   の   内   容 備      考 

（１）静穏度対策の見直し 

    別途策定する特定漁港漁場整備事業計画で対策を講じるこ

とから、本計画を廃止したことによる影響はない。 

・廃止施設 

沖防波堤 

（２）漁港施設用地に関わる見直し 

    別途策定する特定漁港漁場整備事業計画で対策を講じるこ

とから、本計画を廃止したことによる影響はない。 

・廃止施設 

用地 

 

 

 

静穏度対策方針について

は、漁協と協議済み 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 今後の課題と対応に関する事項 

 下洲地区は、不足していた船揚場や漁港施設用地等の整備は一部完了したが、外郭施設が整備

途中であり、港内の静穏度が確保できていないため、荒天時に港内へ入ってくる波の影響で船同

士の接触や転覆が生じている。一部整備途中の漁港施設用地についても用地不足を解消するた

め、引き続き整備が必要となる。 

また、富津地区は漁船の大型化等により水深が不足し、入出港時には潮待ちが発生するなど、

非効率な作業等を強いられている。また、高潮時には 係留している漁船が物揚場に乗り上げた

り、背後地が水没することにより漁港施設の浸水被害が発生し、漁具の流出も起きている。その

ため、やむを得ず遠方に漁具を運搬するなどの対応を余儀なくされており、漁業活動に支障を来

している。 

 今後は、これらの課題に対応すべく、令和 7 年度に策定される当地区の新たな特定漁港漁場整

備事業計画において、漁業活動の効率化及び安全性の向上を図るため、外郭施設、水域施設、係

留施設等の整備を行うこととしている。 

 

 

 

 

 

 

  



航空写真 都道府県名 千葉県 事業名 水産流通 地区名 富津地区 漁港名 富津漁港 

 

【富津地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富津漁港(富津地区)航空写真 2024 年 8 月 2 日撮影 

 

【下洲地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富津漁港（下洲地区）航空写真 2025 年 3 月 11 日撮影 

 

 



写 真 都道府県名 千葉県 事業名 水産流通 地区名 下洲地区 漁港名 富津漁港 

 

下洲地区    

① 現況写真  

 

 

  

  

（１）静穏度対策の見直し 

当漁港の下洲地区では、港内へ進入する波浪を制御するため沖防波堤を延伸整備し、漁船耐用年数の延長に資する整備を計画したところであ

る。しかし、入札不調による施工方法の見直しに伴い、事業期間内の完成が困難である。一方で社会情勢の変化により当漁港の富津地区内にお

いて新たな整備の必要があり、新たな整備メニューを追加した場合には計画策定時の整備目的と合致しないため、当該事業については本事業で

の整備は廃止し、別途策定する特定漁港漁場整備事業計画で実施することとする。 

沖防波堤：廃止 



写 真 都道府県名 千葉県 事業名 水産流通 地区名 下洲地区 漁港名 富津漁港 

 

下洲地区    

② 現況写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）漁港施設用地に関わる見直し 

当漁港の下洲地区では、船揚場背後は狭隘な用地のため、漁具等の漁船への積込み・積卸に非効率な時間を要している。そのため、本計画にお

いて、用地と船揚場を一体的に整備することにより、当該船揚場を利用する漁船は積込み・積卸しが容易となることから、作業時間の削減が期待

でき、作業の効率化に資するものとして計画したところである。 

しかし、当該施設は沖防波堤のブロックヤードとして使用しており、沖防波堤完成後の整備となる。沖防波堤の工事の遅延に伴い、事業期間内

の事業での整備が困難となることから、当該施設を廃止し、別途策定する特定漁港漁場整備事業計画で実施することとする。 

用地：廃止 


